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争いに巻き込まれ、始安太守左遷の憂き目に遭う。赴任への途次、尋陽に暫く滞在し、日々淵明との酣飲 その憤懣を紛らした。去る 臨んで、貧窮生活の援助にと淵明に二万銭 留めたが、淵明は悉く酒屋に預け、そ 都度の飲み代にしたと伝えられる。顔延之の淵明へ 畏敬の行為は、淵明的な生への無上の共感ゆえであっ であろうが、当淵明から見れば同時に若き日の出世前の顔延之とは違った、庇護者まがいの上から目線の心配りで あっ 淵明 権力者王弘や檀道済 計らいを断固とし 拒絶したが 顔延之の好意は一応は受けとる、そのやり りを隠者 風貌として恰好のものだとして伝記記述者は書 留めている である。その五年後淵明が亡く ると、家族か の懇請 顔延之は「陶徴士誄」を書く。陶淵明に関する同時代 貴重な資料であり、また「南岳の幽居者」を社会的 高く極た作品となった　
その中で顔延之はある交流の場での淵明とのやりとりを
描写する。官界から遠ざかる淵明に対して、 「独正者危、至方則礙。哲人巻舒、布在前載。取鑒不遠、吾規子佩」言いかけたのを色を成して途中で遮った淵明は「違衆速尤、







ぞれ、 「長憂非生意、短願不須多」 始ま 十句からなる「学陶彭沢体」 、 「種苗在東臯、苗生満阡陌」で始まる十四句からなる「陶徴君潜田居」 がある。前者は「奉和王義興」の副題があるように、王弘の子王僧達のサロン 示した、淵明に学ねた詩で、人生的発言や、酒と琴が、淵明の風流への理解を明示している。ただ、冒頭の危仄を避けない句作りや、後半の秋風を快く受ける一夜の、 「清露潤綺羅
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時代に右往左往する陶淵明から学んで範とする生涯を送り、「五斗先生伝」 「自作墓誌文」をはじめ、詩文も直接意識する所が多かった。ただ、貧窮生活や農耕 喜怒哀楽を表現していないと 、 「仲長先生伝」等の作品のように実際の

































主体の内面を抱えこんでいる 読む。そし 作者の内面は五首の連作の中にこ 詩を位置づけることによって接近できるのではないかと考える である。
（仇兆鰲『杜詩詳註』













二月に成都にといった、目まぐるしく苛酷な時代に翻弄され、後半の放浪の人生に入っていく その乾元二年の秦州での作なのである。其一；蟄龍三冬臥、老鶴万里心。昔時賢俊人、未遇猶視今。嵇康不得死、孔明有知音。又如壠坻松 用舎在所尋。大哉霜雪幹、歲久為枯林。其二；昔者龐徳公、未曽入州府。襄陽耆旧間 処士節独苦。豈無済時策、終竟畏羅罟。林茂鳥有帰、水深魚知聚。挙家隠鹿門、劉表焉得取。
其三；陶潜避俗翁、未必能達道。観其著詩集、頗亦恨枯槁。達生豈是足、黙識蓋不早。有子賢与愚、何其掛懐抱。其四；賀公雅呉語、在位常清狂。上疏乞骸骨、黄冠帰故郷。爽気不可致、斯人今則亡。山陰一茅宇、江海日清涼。其五；吾憐孟浩然、裋褐即長夜。賦詩何必多、往往凌鮑謝。清江空旧魚、春雨餘甘蔗。毎望東南雲、令人幾悲吒。　
以上の五首の「詠史詩」を、ⅰ対象となる人物、時代、
ⅱそこでうたわれる生の姿 その要約、そしてⅲ語り手の確認、として整理すると、以下のようになろうか。其一では ⅰ三国の嵆康と諸葛亮 ⅱ知己がいるか否か、士不遇、ⅲ時運に出会えない語り手である自分。其二では、ⅰ後漢末の龐徳公、ⅱ隠者・処士の節 隠遁、ⅲ隠遁の姿勢の強さへの、語り手の共感。其三では、ⅰ東晋 陶潜、ⅱ避俗者の内面の悩み 日常の揺れ、ⅲ
 隠者も「不達道」 「恨枯槁」を免れない、と
















れる思いと、そしてこれからの自身の生のイメージに向かいあい、静かな決意・覚悟に導く内面を追うようにして表現されて る。そこで唯一対象 対して疑問を提出するのが第三首であ 。　
したがってこの連作では、陶淵明を否定的媒介にして自
身の生を対自化する。つまり、陶淵明を詩作の磁場に招来させることによって、避官後 もない、具体的生 一時期（ 「遣興」という詩題から見ると、一時の感慨に終わるかも知れないが）
に選択・決断する、その先へと踏み出して行く自身の













（１）人が人を理解すること、人が人に影響を受けるということは、どういうことなのだろうか。そこから読み手は自身の生の姿が見えてくる、ど ような自己であり、どのような自己で在らんとするのか と。 （２）一見違ったような生の姿、ものの考え方をする者であっても、深く影響を受けるということがあるが、それはどのような様相を呈するのだろうか。そ からどのようにして自己は〈成る〉のか、と。 （３）そのとき、多様な生の姿の一つの価値
（あ
くまでも存在 一つの姿）
として、 〈表現者〉が存在するだろ
う、と。
（青山学院大学名誉教授）
